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【目的】 

バドミントンの試合において、サービスは重要なショット

である。また、ダブルスではパートナーの得意不得意をよく

理解した上で、お互いの実力を引き出す戦略が必要である。

そのため、パートナーのサービスの正確性を知ることで、サ

ービス時のより良い位置取りや、サービスのコースを見つけ

る事が出来る。しかし、これまでのバドミントンのサービス

の正確性を検討した研究においては、サーバーの位置が 1点

に限られている実験課題がほとんどであった。そこで、本研

究では左右両方のサービスコートからそれぞれサービスを

実施し、シャトルの落下地点からターゲットの中心までの距

離を計測することで、左右の打球方向による正確性の違いを

明らかにすることを目的とした。 

 

【方法】 

バドミントンサークルに所属する大学生 8名（男子 6 名・

女子 2名、年齢 19.7±0.8歳、身長 164.2±5.4cm、体重 57.5

±4.7kg）を対象とした。対象者はすべて右利きであり、競

技歴は 5.6±1.3 年であった。左右のサービスコートにそれ

ぞれ手前、真ん中、奥の 3つのターゲットを設定した。被験

者に各ターゲットの中心を狙ってそれぞれ 20 球ずつ打球さ

せた。狙うターゲットの順番はランダムに選択した。左右ど

ちらかのサービスコートの 3つのターゲットを狙って打球し

た後、反対側についても同様に行った。シャトルの落下地点

は高速度ビデオカメラ(パナソニック製,HC-V700M)を使用し、

ターゲットの真上から撮影した。解析はサービスの成功率、

サービスの正確性（ターゲットの中心からシャトルの落下地

点までの距離をサーバーの位置からターゲットの中心まで

の距離で除した値）について行った。統計処理は、サービス

の成功率には対応のある t検定を行い、サービスの正確性に

は打球方向とターゲットの位置の 2要因について二元配置分

散分析を用いて行った。なお、統計学的有意水準は 5%未満と

した。 

 

【結果】 

サービスの成功率は、左方向に打球した場合は手前が 85.0

±9.2%、真ん中が 80.0±8.0%、奥が 60.6±13.4%であった。

右方向に打球した場合は手前が 81.2±12.4%、真ん中が 69.3

±13.4%、奥が 66.5±17.6%であった。真ん中のターゲットを

狙って打球した値は、右方向に打球した場合が左方向に打球

した場合に比して有意に低値を示した。サービスの正確性は、

左方向に打球した場合は手前が 6.1±3.2cm、真ん中が 4.6±

2.3cm、奥が 4.7±1.9cm、右方向に打球した場合は手前が 7.2

±3cm、真ん中が 4.9±1.8cm、奥が 4.9±1.9cmであった。い

ずれのターゲットにおいても、有意差は認めなかった。 

 

 

図 1 サービスの成功率 

 

図 2 サービスの正確性 

 

【考察】 

今回の実験結果から、サービスの成功率においては真ん中を

狙った場合に左右差が見られた。実践で用いる事の多い手前や

奥を狙ったサービスは、普段から不得意な方向を重点的に練習

しているが、実践で用いられることの少ない真ん中を狙ったサー

ビスは普段の練習で行っていないため、左右差が出たのではな

いかと考える。また、右利きの人にとって右方向に打球する際は

打球する方向に体を向けにくいため、右方向に打球した際の成

功率が低くなったのではないかと考える。 

一方、サービスの正確性の左右差については有意な差は認め

られなかった。しかし、サービスの正確性とターゲットまでの距離

に関しては手前の正確性が最も低い結果となった。手前を狙う場

合はネットの真上をシャトルが通過するため、微妙な力加減や角

度の違いによってシャトルがネットにかかる、またはショートサービ

スラインより手前に落ちてしまう可能性が高い。そのため、ショート

サービスライン際を正確に狙うのは難しいのではないかと考える。 

 

【結論】 

本研究の結果から、左右差は真ん中を狙った際の成功率にのみ

認められ、正確性の左右差は無いことが明らかとなった。また、シ

ョートサービスライン際を狙って打球した時の方が後方を狙って

打球した時よりも正確性が低いことが明らかとなった。 
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